
Automation News

特
　
集電磁開閉器

４
～
５
面

発行所：©ものづくり.jp株式会社　〒231-0062　神奈川県横浜市中区桜木町1-101-1　クロスゲート7階　TEL：050-3503-9311

2024年（令和６年）
3月27日（水曜日発行）

第359号
3万3000円（税込）

　
日
本
の
製
造
業
は
歴
史
的
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
。
米
中
対
立
な
ど
政
治
的
・
地
政

学
的
な
要
因
が
作
用
し
、
日
本
独
自
の
製
造

哲
学
や
技
術
力
が
再
評
価
さ
れ
、
半
導
体
産

業
な
ど
の
先
端
技
術
へ
の
投
資
が
活
発
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
、
日
本
の
も
の
づ

く
り
の
強
さ
と
未
来
に
向
け
た
大
き
な
可
能

性
を
示
し
て
お
り
、
『
歴
史
と
革
新
の
融

合
』
で
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
新
た
な
章

が
、
い
ま
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
日
本
の
も
の
づ
く
り
が
再
評
価
さ
れ
る
背

景
に
は
、
単
に
技
術
的
な
優
位
性
だ
け
で
な

く
、
豊
か
な
歴
史
や
文
化
、
そ
し
て
人
々
の

心
の
持
ち
方
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
筆
者

は
長
年
に
わ
た
り
、
世
界
各
国
の
中
小
製
造

業
と
接
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
き
た
。
こ
の

経
験
か
ら
深
く
感
じ
て
い
る
の
は
、
も
の
づ

く
り
に
お
け
る
日
本
の
圧
倒
的
な
強
さ
で
あ

る
。
そ
の
強
さ
の
背
景
に
は
、
日
本
の
豊
か

な
歴
史
と
文
化
、
そ
し
て
日
本
人
の
持
つ

『
お
も
い
や
り
』
の
心
な
ど
、
日
本
の
遺
伝

子
と
い
う
べ
き
心
の
持
ち
方
が
強
く
影
響
し

て
い
る
。
『
お
も
い
や
り
』
は
日
本
人
の
み

が
持
つ
と
て
も
素
敵
な
遺
伝
子
で
あ
り
、
世

界
に
類
を
見
な
い
。
日
本
は
『
お
も
て
な

し
』
で
は
な
く
、
『
お
も
い
や
り
』
国
家
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
、
も
う
少
し
紐

解
き
『
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
歴
史
的
な
強

さ
』
を
考
察
し
た
い
。

　
も
の
づ
く
り
の
強
さ
を
支
え
る
大
き
な
柱

の
一
つ
は
、
表
現
レ
ベ
ル
豊
か
な
「
日
本

語
」
の
存
在
で
あ
る
。
今
後
有
望
と
言
わ
れ

る
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
高
学
歴
教
育
を
（
母

国
語
で
は
で
き
ず
）
英
語
で
行
う
こ
と
が
多

い
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
学
を
卒
業
し
て
社
会

に
出
た
際
に
、
製
造
現
場
の
職
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
、
組
織
活
動
に

支
障
を
き
た
し
、
現
場
レ
ベ
ル
向
上
に
苦
慮

し
て
い
る
。
日
本
で
は
教
育
か
ら
社
会
生
活

ま
で
が
日
本
語
で
行
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
よ

う
な
壁
が
存
在
し
な
い
。
技
術
用
語
も
含

め
、
全
国
ど
こ
で
も
共
通
の
言
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
の
が
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
素
が
、
江
戸
時
代

の
参
勤
交
代
制
度
に
よ
る
影
響
で
あ
る
。
こ

の
制
度
に
よ
り
、
日
本
全
国
か
ら
大
名
や
そ

の
家
臣
が
江
戸
に
集
ま
り
、
互
い
の
文
化
や

技
術
を
交
換
し
た
。
こ
の
過
程
で
、
日
本
全

国
に
共
通
の
技
術
水
準
や
言
葉
が
広
が
り
、

全
国
ど
こ
で
も
同
じ
高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
づ

く
り
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
交
流

は
、
地
方
の
独
自
の
技
術
や
文
化
を
全
国
に

広
め
る
効
果
も
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
数
百

年
後
の
今
日
、
日
本
列
島
津
々
浦
々
に
優
秀

な
企
業
や
町
工
場
が
存
在
す
る
の
も
日
本
独

自
の
歴
史
背
景
が
強
く
影
響
し
て
い
る
。
ま

た
、
江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、
職
人
た
ち
は

そ
の
地
域
固
有
の
需
要
に
応
じ
て
特
化
し
た

技
術
を
磨
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
顧
客
の
細

か
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
、

日
本
の
も
の
づ
く
り
が
高
い
満
足
度
を
提
供

で
き
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
に
は
『
お

も
い
や
り
』
の
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
。
こ

の
精
神
は
、
た
だ
単
に
製
品
を
作
る
だ
け
で

は
な
く
、
顧
客
の
期
待
を
重
要
視
す
る
姿
勢

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
日
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
世
界
中
の
製
品
が
ど

こ
で
も
手
に
入
る
時
代
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
日
本
製
の
製
品
が
高
い
評
価

を
受
け
続
け
る
の
は
、
前
述
し
た
歴
史
的
背

景
に
支
え
ら
れ
た
「
も
の
づ
く
り
の
哲
学
」

が
根
底
に
あ
る
。
日
本
の
も
の
づ
く
り
は
、

単
に
物
を
生
産
す
る
以
上
の
意
味
を
持
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
技
術
や
言
語
、
そ
し
て
人

々
の
心
が
一
体
と
な
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
文

化
で
あ
り
、
『
す
り
合
わ
せ
』
と
称
さ
れ
る

所
以
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
製
品
の
独
自
の

価
値
と
な
っ
て
世
界
中
に
認
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
哲
学
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
製
品
を
作

る
際
に
、
職
人
や
技
術
者
は
た
だ
機
能
的
な

面
だ
け
で
な
く
、
製
品
を
通
じ
て
顧
客
と
深

い
レ
ベ
ル
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
、
満
足
を
超
え
た
感
動
を
顧
客
に
提
供
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
前
述
の
歴
史
背

景
や
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
精
神
は
、
日
本

人
の
『
誇
り
』
で
あ
る
が
、
不
幸
な
こ
と
に

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
「
失
わ
れ
た
30
年
」
で

は
、
『
誇
り
』
を
忘
れ
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

邁
進
し
、
中
国
な
ど
海
外
移
転
に
よ
る
も
の

づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。

　
２
０
２
４
年
に
入
っ
て
株
価
も
史
上
最
高

を
記
録
し
、
ま
さ
に
新
た
な
時
代
の
始
ま
り

が
や
っ
て
き
た
。
奇
跡
的
に
訪
れ
た
大
チ
ャ

ン
ス
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
失

わ
れ
た
30
年
の
『
デ
フ
レ
意
識
』
を
払
拭

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
『
希
望
と
勇

気
』
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
時
代
は
、
明
ら
か
に
『
イ
ン
フ
レ

時
代
』
の
再
来
で
あ
る
。
日
本
の
製
造
業
再

起
動
の
大
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
た
今
日
、
歴
史

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
１
９
８
５
年
の
プ

ラ
ザ
合
意
に
よ
っ
て
円
高
と
な
り
、
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
を
経
て
長
き
に
渡
る
『
円
高
・

デ
フ
レ
』
が
続
い
た
が
、
い
ま
時
代
は
大
き

く
舵
を
切
っ
て
『
円
安
・
イ
ン
フ
レ
』
時
代

に
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
。
『
歴
史
と
革
新
の

融
合
』
『
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
融

合
』
、
こ
れ
が
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
指
針
で

あ
る
。
歴
史
や
ア
ナ
ロ
グ
は
差
別
化
エ
ン
ジ

ン
。
革
新
や
デ
ジ
タ
ル
は
成
長
エ
ン
ジ
ン
で

あ
る
。
こ
の
２
つ
の
エ
ン
ジ
ン
の
融
合
で
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
『
日
の
丸
も
の
づ
く

り
』
の
完
成
で
あ
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●109●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

中
小
製
造
業
再
起
動 

『
歴
史
と
革
新
の
融
合
』新
た
な
時
代
の
幕
開
け

　
Ｄ
Ｘ
を
や
れ
と
言
わ
れ
て
も
「
金
な

い
人
な
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
い
」
の
３

な
い
が
基
本
の
中
小
企
業
に
は
荷
が
重

い
。
し
か
し
こ
れ
は
言
い
訳
に
過
ぎ

ず
、
３
な
い
だ
ろ
う
が
や
る
し
か
な
い

と
実
行
し
て
成
果
を
出
し
て
い
る
企
業

は
全
国
に
沢
山
あ
る
。
そ
ん
な
企
業
の

事
例
を
選
ん
で
後
進
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
し
よ

う
と
い
う
の
が
経
産
省
が
進
め
る
Ｄ
Ｘ
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
、
今
年
は
32
社
の
事
例
が
選
ば
れ
た

▼
愛
知
県
稲
沢
市
の
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
の
三
共

電
機
は
選
ば
れ
た
の
32
社
の
う
ち
の
ひ
と
つ
。

三
橋
社
長
と
直
轄
部
隊
を
中
心
に
、
最
近
流
行

の
ロ
ー
コ
ー
ド
・
ノ
ー
コ
ー
ド
技
術
を
活
用
し

て
自
社
向
け
の
業
務
ア
プ
リ
を
内
製
し
て
社
内

に
展
開
。
間
接
業
務
の
90
％
自
動
化
、
日
次
決

算
の
仕
組
み
構
築
、
残
業
時
間
の
大
幅
削
減
、

有
給
取
得
率
80
％
な
ど
大
き
な
成
果
に
つ
な
げ

た
。
社
会
全
体
で
電
化
や
機
械
化
、
自
動
化
が

進
む
な
か
で
、
盤
メ
ー
カ
ー
の
存
在
と
は
良
い

意
味
で
言
え
ば
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
、
悪
く

捉
え
れ
ば
「
便
利
屋
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
。
決

し
て
陽
の
当
た
る
業
種
で
は
な
く
、
３
な
い
＋

下
請
け
構
造
で
変
わ
ら
な
い
商
流
・
慣
習
、
先

行
き
不
透
明
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
先
進
的

な
取
り
組
み
を
自
ら
実
行
し
て
成
果
を
出
し
、

外
部
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
た
の
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
。
今
回
の
三
共
電
機
の
受
賞
は
、
盤

メ
ー
カ
ー
も
ま
だ
ま
だ
高
み
を
目
指
せ
る
こ
と

と
そ
の
や
り
方
の
指
針
を
示
し
て
く
れ
た
▼
今

回
の
Ｄ
Ｘ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
選
ば
れ
た
各
社

は
、
会
社
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
だ
け
見
れ
ば
、
全
国

の
ど
こ
に
で
も
あ
る
中
堅
中
小
企
業
。
全
社
員

で
10
人
ほ
ど
の
企
業
が
あ
っ
た
り
、
Ｉ
Ｔ
や
デ

ジ
タ
ル
と
は
無
縁
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
３
な
い

に
悩
ん
で
い
る
の
は
一
緒
。
結
局
、
Ｄ
Ｘ
が
で

き
な
い
企
業
と
で
き
る
企
業
の
違
い
は
、
経
営

者
に
覚
悟
が
あ
る
か
な
い
か
の
そ
れ
だ
け
。
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら

目
を
背
け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
職
務
怠
慢
で
し

か
な
い
。
で
き
な
い
理
由
を
探
す
の
で
は
な

く
、
で
き
る
方
法
を
探
そ
う
。
幸
い
に
も
中
小

企
業
の
Ｄ
Ｘ
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
ど
ん
ど
ん
出
て

き
て
い
る
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
ま
ね
す
る
、
参

考
に
す
る
だ
け
で
い
い
の
だ
か
ら
。

DXをできる企業とできない企業の違いは「覚悟の差」　モデルケースをまねて始めよう

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
６
０
号
は
４

月
３
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

JEMA、2024年度
重電機器国内生産見通し
3兆6351億円 （0.2%増）

NECA、2024年度
電気制御機器出荷見通し

6610億円 （4.1％減）

DXセレクション2024選定事業者一覧
事業者 本社所在地

グランプリ 浜松倉庫 静岡県

準
グランプリ

リノメタル 埼玉県
トーシンパートナーズホールディングス 東京都
西原商事ホールディングス 福岡県
山口産業 佐賀県

優良事例

高山 宮城県
ASAHI Accounting Robot研究所 山形県
髙梨製作所 山形県
福島コンピューターシステム 福島県
有限会社永井製作所 群馬県
田島石油 埼玉県
鶴見製紙 埼玉県
ヒカリシステム 千葉県
旭工業 東京都
ダブルスタンダード 東京都
NISSYO 東京都
武州工業 東京都
Jマテ.カッパープロダクツ 新潟県
疋田産業 石川県
ヤマサ 長野県
協和工業 愛知県
三共電機 愛知県
IXホールディングス 三重県
ゑびや 三重県
コムデック 三重県
東邦電気産業 京都府
日本ツクリダス 大阪府
ミヨシテック 大阪府
エヌエスケーケー 兵庫県
オカネツ工業 岡山県
広島メタルワーク 広島県
福岡運輸 福岡県

Ｄ
Ｘ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2024

32
社
の
事
例
選
出

　
経
済
産
業
省
は
、
中
堅
・

中
小
企
業
等
の
Ｄ
Ｘ
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
な
る
優
良
事
例

に
つ
い
て
、
「
Ｄ
Ｘ
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
２
４
」
と
し
て

32
社
の
事
例
を
選
定
し
た
。

　
Ｄ
Ｘ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

は
、
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス

・
コ
ー
ド
に
沿
っ
た
取
組
を

通
じ
て
Ｄ
Ｘ
で
成
果
を
残
し

て
い
る
、
中
堅
・
中
小
企
業

等
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る

優
良
事
例
を
選
定
す
る
も
の

で
２
０
２
２
年
か
ら
開
始
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
地

方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
に
参

画
し
て
い
る
企
業
の
み
が
対

象
だ
っ
た
が
、
２
０
２
４
年

か
ら
は
自
薦
他
薦
問
わ
ず
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
中
堅
・
中

小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
の
優
良
事
例

と
な
る
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
静
岡
県

の
浜
松
倉
庫
が
選
ば
れ
た
。

同
社
で
は
、
社
長
を
責
任
者

と
し
て
若
手
を
Ｄ
Ｘ
推
進
担

当
に
抜
擢
し
、
基
幹
シ
ス
テ

ム
刷
新
な
ど
自
ら
企
画
し
て

進
め
、
小
さ
な
施
策
を
現
場

と
一
緒
に
回
し
て
少
し
ず
つ

マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
行

い
、
結
果
と
し
て
生
産
性
30
％
向
上
と
10
人
の
新
た
な
人

員
確
保
に
成
功
し
た
と
し
て

い
る
。

2024年度のFA・制御機器市況はどうなる？
JEMA・NECA市場見通し

主
要
産
業 

下
期
回
復
へ

海
外
は
厳
し
さ
続
く

　
部
材
不
足
に
よ
る
特
需
の
反
動
を
受
け
、
在
庫
調
整
の
な
か
で
厳
し
い
状
況

が
続
く
２
０
２
３
年
度
の
Ｆ
Ａ
機
器
市
場
。
２
０
２
４
年
度
の
市
況
は
ど
う
な

る
の
か
。
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
（
日
本
電
機
工
業
会
）
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
（
日
本
電
気
制
御
機

器
工
業
会
）
が
２
０
２
４
年
度
の
市
況
見
通
し
を
発
表
し
た
。

２
０
２
３
年
度
見
込
み

上
期
好
調
・
下
期
低
迷

　
２
０
２
３
年
度
の
見
込
み

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
に
よ

る
と
、
重
電
機
器
の
国
内
生

産
見
込
み
は
前
年
度
比
１
・

３
％
減
の
３
兆
６
２
７
７
億

円
。
発
電
用
原
動
機
が
22
・

２
％
減
と
大
き
く
減
ら
し
、

モ
ー
タ
な
ど
回
転
電
機
機
械

は
１
・
８
％
減
、
変
圧
器
や

イ
ン
バ
ー
タ
、
サ
ー
ボ
ア
ン

プ
な
ど
静
止
電
機
機
械
は
６

・
６
％
増
、
リ
レ
ー
や
Ｐ
Ｌ

Ｃ
な
ど
開
閉
制
御
装
置
・
開

閉
機
器
は
２
・
４
％
増
と
な

り
、
全
体
と
し
て
ほ
ぼ
横
ば

い
と
な
っ
た
。
製
品
別
で
は

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
や
Ｐ
Ｌ
Ｃ
は

半
導
体
と
電
子
部
品
産
業
の

設
備
投
資
抑
制
の
影
響
で
前

年
度
を
下
回
り
、
イ
ン
バ
ー

タ
は
部
材
不
足
の
解
消
に
よ

っ
て
生
産
が
進
ん
で
前
年
度

を
上
回
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
と
、
電

機
制
御
機
器
の
出
荷
見
込
み

は
前
年
比
15
・
１
％
減
の
６

８
９
６
億
円
。
う
ち
国
内
が

４
２
９
８
億
円
（
６
・
８
％

減
）
、
輸
出
が
２
５
９
８
億

円
（
26
・
１
％
減
）
と
な
っ

た
。
国
内
は
、
上
期
は
受
注

残
の
消
化
で
好
調
だ
っ
た

が
、
下
期
は
在
庫
調
整
と
半

導
体
な
ど
主
要
産
業
で
設
備

投
資
が
ひ
と
段
落
し
た
こ
と

で
低
調
に
推
移
し
て
い
る
。

輸
出
は
２
Ｑ
か
ら
中
国
を
中

心
に
全
仕
向
け
先
で
在
庫
調

整
が
入
っ
て
低
調
に
推
移
し

た
。２

０
２
４
年
度
は

下
期
に
受
注
回
復

　
２
０
２
４
年
度
の
予
測
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
ほ
ぼ

横
ば
い
の
３
兆
６
３
５
１
億

円
（
０
・
２
％
増
）
の
見
通

し
。
国
内
・
海
外
と
も
に
電

子
部
品
や
半
導
体
産
業
の
設

備
投
資
の
抑
制
解
消
は
年
度

下
期
に
な
る
と
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
は
２
０
２
３
年

度
を
若
干
下
回
る
６
６
１
０

億
円
（
４
・
１
％
減
）
の
見

通
し
。
国
内
は
上
期
は
在
庫

調
整
が
続
き
、
下
期
に
半
導

体
な
ど
主
要
産
業
の
回
復
が

見
込
ま
れ
る
が
、
通
期
で
は

４
２
０
０
億
円
（
２
・
３
％

減
）
。
輸
出
は
、
上
期
は
景

気
回
復
の
兆
し
が
見
え
ず
、

下
期
に
受
注
回
復
を
見
込
む

が
、
通
期
で
は
２
４
１
０
億

円
（
７
・
２
％
減
）
の
前
年

割
れ
を
見
込
ん
で
い
る
。

米
企
業
と
協
業

Ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
事
業

拡
大
目
指
す

三菱電機
　
三
菱
電
機
は
、
米
国
の
Ｎ

ｏ
ｚ
ｏ
ｍ
ｉ
　
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ

ｒ
ｋ
ｓ
と
Ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
事
業
の
持
続
的
拡
大
を

目
指
し
て
協
業
し
、
Ｎ
ｏ
ｚ

ｏ
ｍ
ｉ
へ
出
資
す
る
。

　
Ｎ
ｏ
ｚ
ｏ
ｍ
ｉ
は
電
力
・

鉄
道
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

や
自
動
車
な
ど
の
製
造
業
を

中
心
に
幅
広
い
顧
客
に
Ｏ
Ｔ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
米

国
の
Ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

ベ
ン
ダ
ー
。
シ
ス
テ
ム
の
稼

働
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
機

器
構
成
や
機
器
間
の
通
信
を

明
ら
か
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
可
視
化
技
術
や
、
通
信
を

監
視
し
異
常

な
通
信
を
検

出
す
る
侵
入

検
知
技
術
に

よ
り
、
欧
米

・
日
本
を
含

む
グ
ロ
ー
バ

ル
で
事
業
を

展
開
し
て
い

る
。

　
今
回
の
協

業
に
よ
り
、

三
菱
電
機
が

提
供
す
る
Ｆ

Ａ
機
器
・
Ｏ

Ｔ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン

と
、
Ｎ
ｏ
ｚ
ｏ
ｍ
ｉ
が
提
供

す
る
Ｏ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

可
視
化
・
侵
入
検
知
技
術
と

を
連
携
さ
せ
、
よ
り
高
い
シ

ス
テ
ム
の
安
全
性
と
連
続
稼

働
を
両
立
し
た
Ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
す
る
。
ま
た
同
じ
く

協
業
し
て
い
る
Ｔ
Ｘ
Ｏ
ｎ
ｅ

社
、
Ｄ
ｉ
ｓ
ｐ
ｅ
ｌ
社
の
製

品
・
技
術
と
合
わ
せ
、
可
視

化
／
侵
入
検
知
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
防
御
か
ら
リ
モ
ー
ト
ア

ク
セ
ス
ま
で
に
至
る
包
括
的

な
Ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
が
可
能
と
な
る
。
Ｄ
Ｘ
化

の
前
提
と
な
る
安
全
な
Ｏ
Ｔ

デ
ー
タ
の
利
用
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
設
計

・
立
上
げ
」
か
ら
「
製

造
」
、
「
運
用
・
保
守
」
ま

で
の
「
も
の
づ
く
り
デ
ー

タ
」
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

を
実
現
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

協業の概要
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世
間
で
は
「
い
い
陽
気
に
な

り
ま
し
た
」
「
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
」
等
と
言
っ
て
、
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
。
同
じ
よ
う
な

あ
い
さ
つ
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
世
界

の
あ
い
さ
つ
は
「
忙
し
い
で
す

か
」
「
景
気
は
ど
う
で
す
か
」

と
な
る
。
世
間
の
あ
い
さ
つ
と

同
様
に
軽
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
は
あ
る
が
ビ
ジ
ネ
ス
世

界
で
は
さ
ら
り
と
相
手
の
状
況

を
知
ろ
う
と
し
て
い
る
し
、
無

意
識
に
自
分
の
状
況
は
ど
の
位

置
に
い
る
の
か
を
確
か
め
て
い

る
。
国
内
の
経
済
状
況
は
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
や
肌
感
覚
で
分
か
っ

て
い
る
が
、
自
分
の
属
す
る
業

界
や
周
囲
の
人
た
ち
は
、
ど
ん

な
状
況
に
あ
る
の
か
を
知
り
た

い
と
常
に
思
っ
て
い
る
か
ら
、

あ
い
さ
つ
は
そ
の
よ
う
に
な
る

の
だ
ろ
う
。

　
営
業
が
次
年
度
の
売
り
上
げ

目
標
を
設
定
す
る
時
に
は
景
気

動
向
が
気
に
な
る
。
景
気
は
国

の
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
る
。

経
済
に
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
と
総
需
要
と
国
民
総
所
得

は
一
定
期
間
を
経
て
等
し
く
な

る
と
い
う
経
済
３
面
等
価
の
原

則
が
あ
る
。
売
り
上
げ
と
一
途

に
思
う
営
業
は
国
内
需
要
の
動

向
が
気
に
な
る
。
総
需
要
は
Ｇ

Ｄ
Ｐ
と
等
し
く
な
る
か
ら
国
内

景
気
動
向
を
見
る
時
に
は
ま
ず

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
を
気
に
す
る
。

そ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
構
成
す
る
中
身

は
個
人
消
費
が
約
60
％
あ
り
、

次
に
設
備
投
資
が
20
％
内
外
あ

り
、
残
り
は
政
府
支
出
と
純
輸

出
で
あ
る
。
機
器
部
品
の
需
要

動
向
は
特
に
設
備
投
資
に
関
係

し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
営
業
は
扱
う
商
品
に

よ
っ
て
製
造
業
と
非
製
造
業
の

設
備
投
資
を
分
け
て
そ
れ
ら
の

伸
び
を
見
る
。
最
後
に
取
引
の

あ
る
顧
客
か
ら
日
頃
の
情
報
入

手
な
ど
を
加
味
し
て
次
年
度
の

売
り
上
げ
目
標
を
設
定
す
る
。

目
標
を
持
つ
こ
と
は
大
事
な
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
が
支
え
ら
れ

た
目
標
で
も
、
活
動
す
る
時
の

励
み
に
な
る
か
ら
だ
。

　
機
器
部
品
の
販
売
員
に
「
当

期
ま
た
は
当
月
の
売
り
上
げ
目

標
は
幾
ら
か
」
と
問
え
ば
、
幾

ら
だ
っ
た
か
な
ど
と
言
い
な
が

ら
思
い
出
そ
う
と
し
た
り
、
パ

ソ
コ
ン
や
手
帳
を
見
る
販
売
員

は
少
な
く
な
い
。
個
人
情
報
を

相
手
に
す
る
金
融
、
不
動
産
、

耐
久
消
費
材
の
営
業
が
目
標
に

向
か
う
姿
勢
と
は
違
う
感
じ
が

す
る
。
機
器
部
品
を
扱
う
Ｆ
Ａ

営
業
で
も
草
創
期
の
頃
に
は
売

り
上
げ
目
標
は
厳
し
く
管
理
さ

れ
て
い
た
か
ら
売
り
上
げ
目
標

は
常
に
頭
に
置
い
て
活
動
し

た
。
目
標
数
字
に
対
す
る
管
理

は
そ
れ
程
に
厳
し
か
っ
た
。

　
し
か
し
70
年
代
後
半
に
入
る

と
Ｆ
Ａ
業
界
は
今
で
は
考
え
も

つ
か
な
い
位
の
好
景
気
が
続
い

た
。
売
り
上
げ
が
、
毎
年
あ
ま

り
に
も
伸
び
続
け
た
た
め
に
売

り
上
げ
目
標
は
常
に
達
成
す
る

ど
こ
ろ
か
、
毎
年
オ
ー
バ
ー
を

続
け
た
。
そ
の
た
め
に
営
業
は

売
り
上
げ
目
標
を
２
つ
持
つ
こ

と
に
な
っ
た
。
１
つ
目
の
売
り

上
げ
目
標
は
ラ
イ
ク
リ
ー
目
標

と
言
っ
て
通
常
的
に
が
ん
ば
っ

て
達
成
す
る
目
標
で
あ
り
、
も

う
１
つ
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
と

言
っ
て
10
％
以
上
の
ア
ッ
プ
目

標
設
定
で
あ
っ
た
。
工
場
団
地

は
増
え
、
工
場
設
備
の
増
設
が

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
実
施
さ
れ
た

か
ら
前
年
比
１
１
０
％
位
は
常

態
化
し
て
い
た
。
今
の
Ｆ
Ａ
販

売
員
が
聞
い
た
ら
う
ら
や
ま
し

過
ぎ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　
平
成
に
な
っ
て
か
ら
の
Ｆ
Ａ

需
要
は
拡
大
基
調
か
ら
安
定
基

調
へ
と
変
わ
っ
た
。
各
社
の
競

合
状
況
が
激
し
く
な
る
と
単
純

に
シ
ェ
ア
の
拡
大
が
販
売
戦
略

の
要
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て

売
り
上
げ
拡
大
の
目
標
は
他
社

商
品
の
切
り
替
え
で
達
成
す
る

施
策
が
横
行
し
た
。

　
本
来
戦
略
を
立
て
る
時
の
原

則
の
中
に
代
替
案
の
原
則
と
い

う
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
戦
略
を

立
て
る
時
に
も
し
も
そ
の
戦
略

で
、
目
標
が
達
成
し
な
い
場
合

は
、
そ
の
目
標
と
同
じ
く
ら
い

効
果
の
あ
る
目
標
に
変
え
て
、

実
行
す
る
代
替
案
の
戦
略
を
作

っ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
場
合
、
シ
ェ
ア
拡

大
戦
略
で
、
競
合
商
品
切
り
替

え
の
施
策
を
幾
つ
か
実
行
し
て

も
、
売
り
上
げ
目
標
に
到
達
し

そ
う
も
な
い
と
判
断
し
た
ら
別

の
戦
略
に
変
え
て
そ
れ
を
進
め

て
行
く
こ
と
で
あ
る
。

　
実
際
に
当
期
の
売
り
上
げ
拡

大
目
標
と
同
じ
位
の
効
果
と
は

次
期
以
降
確
実
に
成
長
軌
道
に

乗
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
い
つ
ま
で
も
競
合
打
破
に

固
執
せ
ず
に
当
期
売
り
上
げ
拡

大
目
標
は
ラ
イ
ク
リ
ー
目
標
と

し
て
、
そ
の
ま
ま
進
め
、
成
長

軌
道
に
乗
せ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
項

目
を
見
つ
け
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標

を
設
定
し
平
行
し
て
進
め
れ
ば

い
い
。

競
合
打
破
だ
け
に
固
執
を
し
な
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
目
標
見
つ
け
る

112

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

再
エ
ネ
用
途
に
最
適

過
酷
環
境
で
も
信
頼
性

　
Ｅ
Ｃ
Ｕ
―
１
０
０
０
シ
リ

ー
ズ
は
、
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
Ｌ
ｉ
ｎ

ｋ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
搭
載

し
、
２
０
０
以
上
の
Ｏ
Ｔ
ド

ラ
イ
バ
の
ほ
か
、
Ｄ
Ｎ
Ｐ
、

Ｂ
Ａ
Ｃ
ｎ
ｅ
ｔ
、
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ

ｕ
ｓ
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ

／
Ｉ
Ｐ
、
Ｏ
Ｐ
Ｃ
―
Ｕ
Ａ
、

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
８
５
０
な
ど
マ

ル
チ
プ
ロ
ト
コ
ル
対
応
、
高

性
能
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
能
、
動
作
温

度
範
囲
マ
イ
ナ
ス

40
〜
70
度
で
厳
し

い
環
境
で
も
信
頼
性
を
確
保

で
き
る
産
業
用
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
。
Ｅ
Ｃ
Ｕ
―
１
３
７
０
／

Ｅ
Ｃ
Ｕ
―
１
２
６
０
は
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
向
け
に

適
し
た
製
品
と
な
っ
て
い

る
。

Ｅ
Ｃ
Ｕ
︱
１
３
７
０
／
Ｅ
Ｃ
Ｕ
︱
１
２
６
０

アドバンテック 産業用通信ゲートウェイ

　
Ｅ
Ｃ
Ｕ
―
１
３
７
０
は
、

Ｃ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｘ
―
Ａ
53
ク
ア

ッ
ド
コ
ア
１
･
３
Ｇ
Hz
プ
ロ

セ
ッ
サ
、
４
Ｇ
Ｂ
　
Ｄ
Ｄ
Ｒ

４
、
32
Ｇ
Ｂ
　
ｅ
Ｍ
Ｍ
Ｃ
を

搭
載
し
、
要
求
の
厳
し
い
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
最
適
。

温
度
範
囲
は
マ
イ
ナ
ス

40
〜
80
度
と

さ
ら
に
拡
大
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
条
件
で
使
用
可
能
。

Ｅ
Ｃ
Ｕ
―
１
２
６
０
は
、
Ｃ

ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｘ
―
Ａ
35
デ
ュ
ア

ル
コ
ア
１
Ｇ
Hz
プ
ロ
セ
ッ

サ
、
２
Ｇ
Ｂ
　
Ｄ
Ｄ
Ｒ
３

　
Ｎ
Ｓ
Ｋ
（
日
本
精
工
）

は
、
新
開
発
の
グ
リ
ー
ス
と

シ
ー
ル
搭
載
で
低
発
塵
・
高

機
能
化
し
た
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

用
軸
受
け
を
開
発
し
た
＝
写

真
。

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
は
半
導
体

製
造
装
置
や
工
作
機
械
、
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
高
速
・

高
精
度
な
位
置
決
め
が
求
め

ら
れ
る
産
業
機
械
で
多
く
使

わ
れ
て
お
り
、
過
酷
な
環
境

で
長
期
間
連
続
使
用
さ
れ
る

た
め
、
製
品
と
そ
の
構
成
部

材
に
は
高
信
頼
性
と
長
寿
命

が
求
め
ら
れ
る
。

　
特
に
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
正

確
な
位
置
決
め
の
鍵
を
握
る

エ
ン
コ
ー
ダ
と
ブ
レ
ー
キ

は
、
長
期
間
使
用
し
て
い
る

と
性
能
が
劣
化
し
て
機
能
不

全
を
起
こ
し
機
械
や
ラ
イ
ン

停
止
の
原
因
に
な
る
た
め
、

よ
り
高
い
信
頼
性
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
社
は
、
エ

ン
コ
ー
ダ
と
ブ
レ
ー
キ
の
機

能
低
下
の
要
因
が
、
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
駆
動
の
際
、
内
部
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
軸
受
け
か

ら
グ
リ
ー
ス
の
基
油
成
分
が

蒸
発
し
て
飛
散
し
、
エ
ン
コ

ー
ダ
デ
ィ
ス
ク
と
ブ
レ
ー
キ

デ
ィ
ス
ク
に
油
分
が
付
着
し

て
汚
す
こ
と
に
あ
る
の
を
発

見
。
デ
ィ
ス
ク
へ
の
油
分
付

着
を
再
現
し
て
定
量
評
価
が

で
き
る
試
験
機
を
開
発
し
、

そ
れ
を
も
と
に
低
発
塵
の
グ

リ
ス
と
ゴ
ム
シ
ー
ル
を
新
た

に
開
発
し
た
。

　
新
グ
リ
ー
ス
は
高
温
環
境

で
の
蒸
発
を
抑
制
し
て
発
塵

を
低
減
し
て
汚
染
度
を
半

減
。
さ
ら
に
耐
熱
性
に
優
れ

た
組
成
と
し
て
焼
付
寿
命
を

２
倍
と
し
、
長
寿
命
化
を
実

現
。

　
新
ゴ
ム
シ
ー
ル
は
、
密
封

性
を
向
上
し
て
汚
染
度
と
グ

リ
ー
ス
漏
れ
を
半
減
。
リ
ッ

プ
形
状
を
再
設
計
し
て
接
触

摩
擦
を
低
減
し
、
回
転
ト
ル

ク
10
％
低
減
を
達
成
。
こ
れ

ら
を
新
た
な
軸
受
け
に
採
用

す
る
こ
と
で
エ
ン
コ
ー
ダ
エ

ラ
ー
や
ブ
レ
ー
キ
滑
り
対
策

が
可
能
に
な
り
、
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
の
安
定
稼
働
を
可
能
に

し
て
い
る
。

　
オ
ー
ム
電
機
は
、
従
来
構

造
を
見
直
す
こ
と
で
冷
却
性

能
の
高
効
率
化
と
省
電
力
化

し
た
盤
用
ク
ー
ラ
ー
「
ク
ー

ル
キ
ャ
ビ
」
を
４
月
か
ら
発

売
す
る
。

　
同
製
品
は
、
熱
流
体
解
析

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
Ｍ
ｉ
ｃ

ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
　
Ｌ
Ｔ
Ｓ
Ｃ
２
０
２
１

Ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｄ
ｄ
ｅ
ｄ
を
プ
レ

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
産
業
用

Ｐ
Ｃ
を
発
売
し
た
＝
写
真
。

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
　
Ｌ
Ｔ
Ｓ
Ｃ

２
０
２
１
Ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｄ
ｄ
ｅ

ｄ
は
、
Ｏ
Ｓ
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
　
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ
ｐ
ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
　
Ｌ
Ｔ
Ｓ
Ｃ

と
同
様
に
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
や
Ｐ
Ｏ
Ｓ
、
情
報
キ

オ
ス
ク
端
末
、
受
付
端
末
、

生
産
ラ
イ
ン
制
御
、
医
療
分

野
な
ど
の
特
定
用
途
端
末
向

け
の
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
製
品
。

自
動
配
信
さ
れ
る
機
能
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
が
行
わ
れ
ず
、
導

入
時
の
状
態
の
ま
ま
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
機
能
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
の
た
び
に
必
要
な

高
冷
却
性
と
省
電
力

ノ
ン
フ
ロ
ン

盤
用
ク
ー
ラ
ー

オーム電機

Ｍ
Ｓ
オ
フ

ィ
ス

Ｌ
Ｔ
Ｓ
Ｃ 

プ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ル

コ
ン
テ
ッ
ク

産
業
用
Ｐ
Ｃ

低
発
塵
と
高
機
能
化

サ
ー
ボ
モ
ー

タ
用
軸
受
け

新
開
発
グ
リ
ー
ス
と
シ
ー
ル
で

ＮＳＫ

端
末
の
再
評
価
が
必
要
な

く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
数
を

大
幅
に
削
減
で
き
る
。

　
対
象
モ
デ
ル
は
、
Ｆ
Ａ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
Ｖ
Ｐ
Ｃ
―
１

７
０
０
と
Ｖ
Ｐ
Ｃ
―
３
１
０

０
、
業
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

Ｌ
Ｐ
Ｃ
―
１
７
０
０
。
収
録

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
Ｗ
ｏ

ｒ
ｄ
２
０
２
１
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
２
０
２
１
、
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
２
０
２
１
、
Ｐ

ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
ｅ
ｒ
２
０
２

１
、
Ｏ
ｕ
ｔ
ｌ
ｏ
ｏ
ｋ
２
０

２
１
、
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
２

０
２
１
。

　
住
友
重
機
械
工
業
は
、

セ
ン
サ
レ
ス
ベ
ク
ト
ル
制

御
を
採
用
し
た
ギ
ヤ
モ
ー

タ
用
イ
ン
バ
ー
タ
「
Ｈ
Ｆ

―
６
２
０
シ
リ
ー
ズ
」
を

発
売
し
た
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
パ
ラ

メ
ー
タ
の
設
定
、
各
種
モ

ニ
タ
の
選
択
な
ど
が
容
易

と
な
り
操
作
性
の
向
上
を

実
現
。
オ
プ
シ
ョ
ン
の
カ

ラ
ー
液
晶
リ
モ
ー
ト
オ
ペ

レ
ー
タ
を
接
続
す
る
こ
と

で
外
部
操
作
が
可
能
。
標

準
で
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
―
Ｒ

Ｔ
Ｕ
（
Ｒ
Ｓ
４
８
５
）
通

信
に
対
応
し
、
通
信
オ
プ

シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト 「
Ｃ
１

―
Ｃ
Ｃ
Ｌ
―
Ｈ
」
を
装
着

す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ
に
も
対
応
で
き
る
。

筐
体
部
分
は
リ
サ
イ
ク
ル

グ
レ
ー
ド
の
樹
脂
を
採
用

し
、
誘
導
モ
ー
タ
だ
け
で

な
く
高
効
率
永
久
磁
石
モ

ー
タ
の
駆
動
も
で
き
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
削
減
と

同
時
に
省
エ
ネ
も
可
能
。

グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
で
、
Ｅ

Ｕ
指
令
、
Ｕ
Ｌ
、
ｃ
Ｕ
Ｌ 

お
よ
び
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
２
指
令

に
対
応
し
て
い
る
。

住友重機械工業

センサレスベクトル制御
ギ ヤ
モータ用インバータ

に
よ
り
ク
ー
ラ
ー
内
部
の
レ

イ
ア
ウ
ト
や
流
路
を
最
適
化

し
た
こ
と
に
加
え
、
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
や
Ｄ
Ｃ
フ
ァ
ン
モ
ー

タ
の
消
費
電
力
の
見
直
し
、

イ
ン
バ
ー
タ
に
よ
る
熱
負
荷

や
周
囲
温
度
の
変
化
に
対
す

る
最
適
制
御
等
に
よ
っ
て
従

来
品
比
で
最
大
67
％
の
高
い

省
エ
ネ
性
を
実
現
し
た
。

　
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
レ
ン
ジ

に
対
応
し
、
海
外
の
使
用
ニ

ー
ズ
に
も
対
応
。
世
界
中
の

入
力
電
源
（
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ

〜
Ａ
Ｃ
２
４
０
Ｖ
）
で
作
動

で
き
、
入
力
電
圧
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
な
く
各
国
で
同
一

性
能
を
発
揮
で
き
る
。
取
り

付
け
は
側
面
取
り
付
け
。

　
ま
た
、
フ
ィ
ル
タ
は
強
度

の
あ
る
ネ
ッ
ト
状
で
、
洗
浄

し
て
再
使
用
が
可
能
。
フ
ァ

ン
モ
ー
タ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
１

本
で
取
り
外
し
が
で
き
、
特

殊
な
工
具
は
不
要
。

　
リ
ー
ド
線
は
中
継
コ
ネ
ク

タ
で
ワ
ン
タ
ッ
チ
接
続
で
き

る
な
ど
、
優
れ
た
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
性
を
実
現
し
て
い
る
。

ク
ー
ル
キ
ャ
ビ

障
害
物
認
識
し
回
避

自
律
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト

ロ
ボ
ッ
ト
バ
ン
ク

　
ロ
ボ
ッ
ト
バ
ン
ク
は
、
製

造
業
お
よ
び
物
流
業
向
け

に
、
Ａ
Ｉ
と
経
路
設
計
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
搭
載
し
た
、
Ａ

Ｍ
Ｒ
（
自
律
走
行
搬
送
ロ
ボ

ッ
ト
）
「
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
Ｌ
ｉ
ｆ

ｔ
１
５
０
」
と
「
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ

Ｍ
ａ
ｘ
２
０
０
」
を
発
売
し

た
。

　
同
製
品
は
、
環
境
を
認
識

し
障
害
物
を
回
避
し
な
が
ら

効
率
的
に
物
を
運
ぶ
こ
と
が

で
き
、
複
数
台
運
用
す
る
際

は
タ
ス
ク
制
御
シ
ス
テ
ム

（
Ｔ
Ｃ
Ｓ
）
で
統
制
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
間
の
干
渉
を
防
い
で

効
率
的
な
搬
送
を
可
能
に
す

る
。

　
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
Ｌ
ｉ
ｆ
ｔ
１
５

０
は
、
昇
降
機
能
を
備
え
、

自
動
的
に
荷
物
を
持
ち
上
げ

目
的
地
ま
で
運
搬
で
き
、
Ｓ

ｔ
ａ
ｒ
Ｍ
ａ
ｘ
２
０
０
は
、

よ
り
大
き
な
シ
ャ
ー
シ
を
利

用
し
て
最
大
２
０
０
㌔
㌘
を

積
載
で
き
、
大
型
荷
物
を
効

率
的
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

L
、
16
Ｇ
Ｂ
　
ｅ
Ｍ
Ｍ
Ｃ
を

搭
載
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
Ｈ
ｕ
ｂ

　
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ

と
で
大
規
模
設
備
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
は
、
単
一
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
上
で
リ
モ
ー
ト
監

視
と
管
理
が
で
き
、
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

30
％
節
約
可
能
。
エ
ッ
ジ
と

ク
ラ
ウ
ド
を
シ
ー
ム
レ
ス
に

統
合
し
、
太
陽
光
発
電
や
風

力
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
管
理

を
効
率
化
で
き
る
。

　
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
は
、
産
業
用
通

信
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
「
Ｅ
Ｃ
Ｕ
―
１
０

０
０
」
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
用
途
に
最
適
な

「
Ｅ
Ｃ
Ｕ
―
１
３
７
０
／
Ｅ
Ｃ
Ｕ
―

１
２
６
０
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し

た
。



（3）　　　２０２４年（令和６年）３月２７日

新幹線の安全・安心な運用に欠かせない各種の変電機
器を納入。さらに芦原温泉駅、福井駅、越前たけふ駅
の3カ所には駅配電所用の非常用ガスタービン発電設
備を納入した。

■�IDEC、チャットボットによる製品FAQ窓口サ
ービスを開始

　IDECは、製品に関する技術的な質問や疑問をチャ
ット形式で回答してくれるチャットボットによる製品
FAQサービスを開始した。

■�ECADソリューションズ、ECADライブラリ
2024年3月更新　東芝産業機器システムの変
圧器など

　ECADソリューションズは、部品データベースであ
るECADライブラリを公開し、東芝産業機器システム
の制御用変圧器（高圧）、配線用遮断器、変流器（高
圧）、変流器（低圧）、零相変流器（ZCT）を更新
した。今回の更新により登録点数は日本メーカー約
60社から部品点数は203万5268点となっている。

■�EPLAN、EPLANデータポータル2024年3
月更新　Eaton、Festo、フエニックス・コ
ンタクトなど

　EPLANは、部品データベースであるEPLAN Data 
Portalを公開し、Eatonのエンクロージャ、コンタク
タ、保護装置、電力開閉装置、Festoのアクチュエー
タ、ケーブル、シリンダ、電動機械装置など、フエニ
ックス・コンタクトのリレー、コンタクタ、コンバー
タなどを更新した。今回の更新により登録点数は483
社168万6409点となっている。

■�NTN、転がり軸受総合カタログを発行
　NTNは、転がり軸受総合カタログを発行した。軸
受の基礎技術などの総合解説をはじめ、ボール・ロー
ラベアリング、特定用途軸受、転がり軸受関連附属
品、ニードルローラベアリング、ベアリングユニッ
ト、プランマブロックなどを掲載している。

■�カナデン、連結子会社のJCEホールディング
スと日本制御エンジニアリングが合併

　カナデンは、連結子会社のJCEホールディングスと
日本制御エンジニアリングが2024年3月18日をもって
合併した。日本制御エンジニアリングを存続会社とし
て新たにスタートを切った。事業内容は電力系統制御
システムを中心とする制御に特化したシステム開発。

■�日伝、PROCUEbyNET運営会社のプロキュ
バイネットを子会社化

　日伝は、生産現場のMRO（サプライ商品）電子調
達 を サ ポ ー ト す る 会 員 制 ポ ー タ ル サ イ ト
「PROCUEbyNET」を運営するプロキュバイネット
を、共同運営会社の山善との合意の元、株式を100%
取得し完全子会社した。

■�アズビル、クラウド型バルブ解析診断サービス
を西部ガスグループに提供開始

　アズビルは、西部ガスグループのひびきエル・エヌ
・ジーの主要プラントであるガス製造設備と関連設備
にクラウド型バルブ解析診断サービス「Dx Valve 
Cloud Service」を提供開始した。
　ひびきエル・エヌ・ジーは、輸入されたLNGを都
市ガスに加工し、九州北部のユーザーに供給してい
る。従来、主要プラントのバルブ点検は時間基準保全
（TBM）による維持管理を実施し、バルブの劣化状
況は、プラントを一時的に停止しバルブを開放点検す
ることで確認してきた。
　今回、同サービスを導入したことにより、Webコ
ンテンツ上でバルブの状態に関する解析診断レポート
を毎週出力でき、バルブの開放点検を行うことなく劣
化状況により早く気付くことが可能となる。これまで
のTBMに代わって状態基準保全（CBM）を実施する
ことで、これまで課題となっていたバルブの点検時間
を削減し故障検知の迅速化を目指す。

■�戸上電機、創業100周年記念サイトを開設
　戸上電機は、2025年に創業100周年を迎えるに当た
り、創業から今までの歴史をまとめた記念サイトを開
設した。

■�東洋技研、仙台営業所を4月8日に移転
　東洋技研は、仙台営業所を移転し、4月8日から新
事務所で営業を開始する。新住所は〒984-0011　宮
城県仙台市若林区六丁の目西町8-1　齋喜センタービ
ル308号室、電話番号は0266-28-0531（変更なし）、
FAXは0266-27-5653。

■�戸上電機、広島市の中国オフィスを移転
　戸上電機は、4月1日に広島市の中国オフィスを移
転する。新住所は〒730-0011広島市中区基町13-9東
洋証券広島スクエア8F、電話番号は082-555-4646、
FAX番号は082-555-4966。

■�明電舎、北陸新幹線（金沢・敦賀間）にき電用
変電機器を納入

　明電舎は、3月16日に開業した北陸新幹線の延伸区

業に入社し、2012年にエネルギー関連事業推進部営
業部長、2014にソリューション営業部長、2020年に
事業企画統括部配電盤事業企画室長、2021年から執
行役員を務めている。

■�日立産機システム、2024年4月1日付人事
　日立産機システムは、2024年4月1日付人事を発表
した（カッコ内は異動前）。
■役員異動
　稲垣勝敏常務取締役COO兼事業統括本部長兼省力
システム事業部長（常務取締役COO兼事業統括本部
長）、佐藤正直取締役CSO兼サステナブル経営戦略
本部長（業務役員サステナブル戦略本部長）、石田文
昭取締役事業統括本部副本部長兼ドライブシステム事
業部長兼習志野事業所長（業務役員事業統括本部ドラ
イブシステム事業部長兼習志野事業所長）、原田信浩
取締役（取締役事業統括本部副本部長兼省力システム
事業部長兼多賀事業所長）
■退任
　森田住夫常務取締役CSO兼経営企画本部長。2024
年4月1日付で日立産機テクノサービスに異動予定。

■�パナソニックインダストリー、2024年4月1
日付人事

　パナソニックインダストリーは、2024年4月1日付
人事を発表した（カッコ内は異動前）。
■昇任
　小澤正人副社長執行役員SCM改革担当、メカトロ
ニクス事業部長（常務執行役員メカトロニクス事業部
長）
■退任
　帆足英次常務執行役員チーフ・インフォメーション
・オフィサー（CIO）、チーフ・デジタル・オフィサ
ー（CDO）（兼）デジタル変革共創本部長

■�山洋電気、2024年4月1日付人事
　山洋電気は、2024年4月1日付人事を発表した（カ
ッコ内は異動前）。
　岩山昌樹常務執行役員管理部門統括中期事業担当

（常務執行役員管理部門統括中期事業担当総務部部長）

■�指月電機製作所、2024年4月1日付人事
　指月電機製作所は、2024年4月1日付人事を発表し
た（カッコ内は異動前）。
■新任
　三野克也執行役管理本部長兼コンプライアンス担当
（三菱電機より転籍）、野上栄一執行役xEV事業部
長兼岡山指月取締役工場長（xEV事業部長兼岡山指
月取締役工場長）

■�明治電機工業、2024年4月1日付人事
　明治電機工業は2021年4月1日付人事を発表した
（カッコ内は異動前）。
　高瀬慎一執行役員MEIJICORPORATION取締役社
長（MEIJI CORPORATION 取締役社長）、成瀬克
久 執 行 役 員 企 画 管 理 本 部 長 兼 管 理 部 長 （ M e i j i
（Thailand）Co.,Ltd.取締役社長）

間 （ 金 沢 ・ 敦 賀
間）に車両走行用
の 電 力 を 供 給 す
る、き電用変電機
器 な ど を 納 入 し
た。
　開業区間の変電
ポスト8カ所（新
坂井変電所、き電
区分所2カ所、補
助き電区分所5カ
所）に、き電用変
圧器、エコタンク
形真空遮断器、切
替用開閉器など、

セミナー・イベント情報

■�ユニバーサルロボット、4月23・24日に東京
都立産業貿易センター浜松町館でプライベート
展開催

　ユニバーサルロボットは、4月23・24日に東京都立
産業貿易センター浜松町館でプライベート展「UR協
働ロボットフェア2024」を開催する。2日間を通じて
協働ロボットに特化した豊富なセミナーや各種周辺機
器・ソリューションとロボットシステムのデモを紹介
する。
　特別講演では、トヨタ自動車をはじめ、日本航空電
子、仙台小林製薬、松浪硝子工業等の生産技術部門担
当による活用事例紹介が行われる。

決算・業績

■�不二電機工業、2024年1月期決算　売上高
37億2300万円、純利益3億4900万円で増
収増益

　不二電機工業は2024年1月期決算を発表し、売上高
37億2300万円（0.4%増）、営業利益3億9900万円
（13.9%増）、純利益3億4900万円（33.3%増）で増
収増益となった。制御用開閉器、端子台など接続機
器、表示灯・表示機器は減少したが、テレフォンリレ
ーやI/Oターミナルなど電子応用品、太陽光発電向け
設備や部品販売などの仕入れ販売が好調だった。
　2025年1月期の業績見通しは、売上高37億8500万円
（1.7%増）、営業利益2億3684万円（44.4%減）、純
利益は1億6465万円（52.9%減）。

■�星和電機、2023年12月期決算　売上高237
億6000万円、純利益7億9300万円で増収減
益

　星和電機は2023年12月期決算を発表し、売上高237
億6000万円（1.4%増）、営業利益は10億4100万円
（32.5%減）、純利益7億9300万円（27.9%減）の増
収減益となった。民間設備の産業用照明は好調だった
が、電磁波環境対策部品や公共設備関連の道路情報シ
ステムは原材料価格高騰等もあって減益となった。
　2024年12月期業績見通しは、売上高255億円、営業
利益14億8000万円、純利益10億7000万円とした。

人事

■�ECADソリューションズ、次期社長に鈴木竜弘
氏

　ECADソリューションズは、新社長に日東工業執行
役員事業企画統括部配電盤事業企画室長の鈴木竜弘氏
が内定し、日比野徹社長は相談役に就任する。3月31
日の臨時株主総会と取締役会で正式決定する。
　鈴木氏は、1964年6月26日生まれ。1987年に日東工

FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/
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小型・省エネ化が進む電磁開閉器
　
電
気
回
路
の
開
閉
制
御
を
行
う
役
割
を
果
た

す
電
磁
開
閉
器
は
、
電
磁
石
で
接
点
を
開
閉
す

る
電
磁
接
触
器
（
コ
ン
タ
ク
タ
）
と
、
電
動
機

の
過
負
荷
保
護
を
行
う
た
め
に
熱
を
利
用
し
て

動
作
す
る
熱
動
型
過
負
荷
継
電
器
（
サ
ー
マ
ル

リ
レ
ー
）
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
工
場
や
ビ

ル
の
電
気
設
備
を
制
御
す
る
制
御
盤
や
配
電
盤

の
中
で
電
気
回
路
の
開
閉
を
行
っ
て
お
り
、
モ

ー
タ
な
ど
を
使
用
し
た
機
械
、
装
置
、
設
備
に

は
必
須
の
機
器
と
し
て
使
わ
れ
、
負
荷
の
Ｏ
Ｎ

／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
や
、
過
負
荷
電
流
が
流
れ
て
機
器
の

回
路
が
焼
損
す
る
事
故
を
防
止
す
る
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
主
な
用
途
は
工
作
機
械
、
半
導
体
・
液
晶
製

造
装
置
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
鉄
道
機
器
、
船

舶
、
空
調
機
器
、
Ｐ
Ｖ
（
太
陽
光
発
電
）
シ
ス

テ
ム
、
配
電
盤
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、
モ
ー
タ

の
起
動
・
停
止
、
照
明
・
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の
Ｏ

Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
の
産
業
用

汎
用
電
気
機
器
出
荷
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
２

３
年
（
１
〜
12
月
）
の
出
荷
額
は
２
８
９
億
２

５
０
０
万
円
（
前
年
比
93
・
９
％
）
と
な
っ
て

い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
や
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

な
ど
の
影
響
を
受
け
、
電
磁
開
閉
器
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ

（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
も
大

混
乱
。
一
時
の
品
不
足
に
よ
る
納
期
の
長
期
化

か
ら
、
一
転
し
て
市
中
在
庫
が
増
加
に
よ
る
後

遺
症
が
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。
加
え
て

鉄
、
銅
、
銀
、
樹
脂
等
の
原
材
料
価
格
の
高

騰
。
さ
ら
に
、
円
安
や
人
手
不
足
、
原
油
価
格

の
高
騰
に
よ
る
物
流
費
の
上
昇
な
ど
は
、
電
磁

開
閉
器
の
生
産
コ
ス
ト
に
も
大
き
く
影
響
し
、

価
格
の
見
直
し
を
行
う
メ
ー
カ
ー
が
続
出
し
て

い
る
。
旺
盛
な
需
要
増
を
背
景
に
ユ
ー
ザ
ー
は

納
期
優
先
の
姿
勢
か
ら
値
上
げ
を
認
め
て
き
た

が
、
23
年
は
納
期
問
題
の
解
消
も
あ
り
、
価
格

改
定
の
動
き
は
沈
静
化
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
社
会
実
現
に
向
け

て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
Ｐ
Ｖ
（
太
陽
光
発

電
）
や
風
力
発
電
活
用
へ
の
動
き
が
強
ま
っ
て

い
る
。
一
般
家
庭
で
も
Ｐ
Ｖ
を
利
用
し
て
売
電

か
ら
蓄
電
池
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
自
家
消
費

用
と
し
て
導
入
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、

電
磁
開
閉
器
の
需
要
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
対
応
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や

５
Ｇ
通
信
に
関
連
す
る
情
報
化
投
資
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
大
型
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
へ
の
期
待
も
高
い
。

　
電
磁
開
閉
器
（
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
）
の
新
た
な
技
術
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

小
型
・
薄
型
化
、
低
消
費
電
力
化
、
省
工
数
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
高
圧
の
Ｄ
Ｃ

（
直
流
）
化
へ
の
対
応
な
ど
に
加
え
、
環
境
問
題
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
も
目
立

つ
。
市
場
規
模
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
況
が
続
き
安
定
し
て
い
る
が
、
メ
ー
カ
ー
の
寡
占

化
も
進
み
つ
つ
あ
る
。

作
業
性
向
上
へ
端
子
構
造
に
変
化

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
対
策
も

因
に
多
い
塵
埃
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
動
作

表
示
部
な
ど
の
開
口
部
面
積
を
減
ら
し
構
造
に

し
た
り
、
嵌
合
方
式
の
見
直
し
な
ど
の
開
発
が

進
ん
で
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
制
御
回
路
と
主
回

路
の
誤
配
線
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
端

子
色
を
変
え
る
こ
と
で
分
か
り
や
す
く
し
た

り
、
主
回
路
と
補
助
回
路
の
端
子
配
線
の
干
渉

防
止
と
作
業
性
向
上
へ
端
子
配
列
を
工
夫
し
た

設
計
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
電
磁
開
閉
器
の
接
点
溶
着
が
発
生
し
た
場
合

で
も
、
安
全
開
離
機
構
（
ミ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク

ト
）
と
し
て
、
補
助
接
点
が
確
実
に
作
動
す
る

機
能
も
内
蔵
し
て
お
り
、
事
故
の
防
止
を
図
っ

て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
最
近
発
売
さ
れ
た
電
磁
開
閉
器

で
は
、
本
体
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
記
載
す
る
こ
と

で
、
仕
様
書
や
外
形
図
、
取
扱
説
明
書
な
ど
製

品
に
関
す
る
資
料
を
確
認
で
き
る
工
夫
を
し
て

お
り
、
そ
の
場
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ

と
で
容
易
に
解
決
で
き
る
。

　
一
般
的
に
電
気
回
路
に
は
、
配
線
用
遮
断

器
、
電
磁
接
触
器
、
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
が
使
わ

れ
、
短
絡
事
故
か
ら
の
電
線
保
護
、
電
動
機
の

過
負
荷
保
護
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
省
ス
ペ
ー
ス
化
と
省
配
線
化
を
実
現
で
き
る

モ
ー
タ
ス
タ
ー
タ
の
動
向
が
日
本
で
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。
配
線
用
遮
断
器
、
電
磁
接
触
器
、

サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
の
代
わ
り
に
、
モ
ー
タ
ブ
レ

ー
カ
と
直
流
低
消
費
電
力
型
の
電
磁
接
触
器
を

採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
付
け
面
積
を
、

従
来
の
３
分
の
１
ま
で
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
モ
ー
タ
ブ
レ
ー
カ
と
電
磁
接
触
器
を
専
用
パ

ー
ツ
で
一
体
化
し
て
い
る
た
め
に
、
従
来
の
配

線
用
遮
断
器
と
電
磁
接
触
器
を
電
線
１
本
１
本

で
配
線
す
る
作
業
も
不
要
に
な
り
、
配
線
時
間

を
従
来
の
半
分
に
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
な
ど
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
効
果
を

発
揮
す
る
。
モ
ー
タ
ス
タ
ー
タ
を
モ
ジ
ュ
ー
ル

構
造
に
す
る
こ
と
で
、
オ
プ
シ
ョ
ン
モ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
て
セ
ー
フ
テ
ィ
リ
レ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
も
バ

ス
接
続
す
る
製
品
も
登
場
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｌ

　
３
の
安
全
レ
ベ
ル
に
も
対
応
で
き
、
モ
ー
タ

制
御
の
安
全
対
策
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
モ
ー
タ
ス
タ
ー
タ
は
欧
米
を
中
心
に
普
及
し

て
い
る
が
、
日
本
で
は
配
線
方
式
や
電
圧
の
違

い
な
ど
か
ら
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
日
本
か
ら
海
外
市
場
に
向
け
て
輸
出
す
る

機
会
が
増
加
す
る
中
で
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
関
連
メ
ー
カ
ー
は
計
算
方
法
な
ど
実
際
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
準
備
し
な
が
ら
対
応
を
図

っ
て
い
る
。

　
電
磁
開
閉
器
は
、
電
気
機
器
に
欠
か
せ
な
い

モ
ー
タ
需
要
に
ほ
ぼ
比
例
し
て
い
る
。
モ
ー
タ

も
在
庫
調
整
が
終
了
す
れ
ば
一
気
に
需
要
が
回

復
す
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
電
磁
開
閉
器
も
同

様
の
チ
ャ
ー
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

業
性
の
向
上
で
は
、
端
子
の
配
線
ね
じ
を
外
さ

な
く
て
も
配
線
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
バ
ネ

を
使
っ
て
仮
止
め
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
と
、
工
夫
し
て
い
る
。
し
か
し
、
作
業
性

の
良
さ
、
接
続
信
頼
性
か
ら
欧
州
タ
イ
プ
の
圧

着
端
子
を
使
わ
な
い
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
優
位

性
の
評
価
が
定
着
し
た
こ
と
で
一
気
に
変
化
し

た
。
棒
線
、
よ
り
線
が
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
電
線
の
被
覆
作
業
や
ね
じ
締
め
付

け
作
業
な
ど
が
不
要
で
、
配
線
作
業
性
が
大
幅

に
向
上
す
る
。
初
心
者
で
も
熟
練
者
で
も
作
業

ス
ピ
ー
ド
に
は
大
き
な
差
が
生
じ
づ
ら
く
、
接

続
信
頼
性
も
高
い
こ
と
か
ら
増
し
締
め
と
い
っ

た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
数
も
省
け
る
。
端
子
幅
も

電
線
の
太
さ
分
で
良
い
こ
と
か
ら
、
省
ス
ペ
ー

ス
化
に
も
貢
献
す
る
。
海
外
市
場
は
ス
プ
リ
ン

グ
式
の
配
線
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

内
向
け
と
海
外
向
け
で
２
つ
の
方
式
を
使
い
分

け
る
必
要
性
も
な
く
な
る
。

　
日
本
で
は
官
公
庁
の
設
備
向
け
で
、
圧
着
端

子
の
使
用
を
配
線
設
備
基
準
で
求
め
て
い
る
部

分
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
前
障
壁
は
多

い
も
の
の
、
人
手
不
足
な
ど
の
外
的
な
要
因
も

加
わ
り
、
今
後
配
線
方
式
は
大
き
く
変
化
す
る

も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
配
線
作
業
性
の
向
上
で
は
、
電
磁
開
閉
器
本

体
の
取
り
付
け
時
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
傾
け
ず

本
体
に
直
角
し
て
取
り
付
け
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
取
り
付
け
作
業
時
間
を
短
縮
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
た
取
り
組
み
も
あ
る
。

　
一
方
、
小
型
化
へ
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い

る
。
制
御
盤
設
計
に
お
い
て
一
番
の
課
題
は
制

御
盤
の
大
き
さ
を
変
え
ず
に
機
器
を
追
加
す
る

こ
と
だ
。
多
数
個
並
列
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

多
い
電
磁
開
閉
器
で
は
１
個
の
幅
を
少
し
で
も

削
減
で
き
れ
ば
、
盤
全
体
で
は
大
き
な
ス
ペ
ー

ス
削
減
効
果
を
生
み
出
す
。
横
幅
を
薄
く
す
る

こ
と
で
収
納
ス
ペ
ー
ス
の
削
減
に
つ
な
が
る

が
、
開
閉
時
の
高
温
ガ
ス
放
出
構
造
や
ア
ー
ク

ラ
ン
ナ
ー
の
形
状
最
適
化
な
ど
設
計
上
の
難
し

さ
が
伴
う
。
そ
こ
で
、
磁
界
解
析
と
運
動
解
析

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
部
品
形
状
・
配
置
や
接

点
の
接
触
圧
力
を
最
適
化
す
る
開
発
を
進
め
て

い
る
。

　
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み
も
目
立
つ
。
使
い

終
わ
っ
た
製
品
を
も
う
一
度
資
源
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
、
製
品
に
使
用
し
て
い
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
材
料
の
ほ
と
ん
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
材
料
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
動
き
や
、
コ
イ

ル
の
消
費
電
力
を
大
幅
に
減
ら
す
取
り
組
み
も

顕
著
だ
。
電
磁
開
閉
器
は
、
製
品
内
部
の
コ
イ

ル
に
電
気
を
流
す
こ
と
で
発
生
す
る
磁
力
で
接

点
を
開
閉
し
、
モ
ー
タ
な
ど
の
稼
働
を
制
御
し

て
い
る
が
、
鉄
心
の
一
部
に
磁
石
を
用
い
る
こ

と
で
接
点
の
開
閉
に
必
要
な
力
を
補
い
、
消
費

電
力
の
削
減
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、

直
流
操
作
形
で
は
既
存
品
比
最
大
73
％
の
削
減

実
現
し
た
製
品
も
登
場
し
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
削
減
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
省
配
線
化
の
一
環
と
し
て
、
電
磁
開
閉
器
の

主
回
路
の
高
さ
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
専
用
ブ

ス
バ
ー
に
よ
る
一
次
側
渡
り
配
線
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
配
線
数
が

大
幅
に
減
ら
せ
、
配
線
作
業
時
間
の
短
縮
と
誤

配
線
の
防
止
に
つ
な
が
る
。
ブ
ス
バ
ー
設
置
状

態
は
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ブ
ス

バ
ー
に
メ
ッ
シ
ュ
状
の
カ
バ
ー
で
覆
っ
て
安
全

性
の
向
上
を
図
る
動
き
も
み
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
可
逆
型
電
磁
接
触
器
に
、
電
気
的

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
用
配
線
を
内
蔵
し
た
タ
イ
プ

も
開
発
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
配
線

が
不
要
に
な
る
ほ
か
、
ス
ペ
ー
ス
も
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
済
む
た
め
、
内
蔵
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に

生
か
せ
る
。

　
安
全
対
策
で
は
、
端
子
部
に
不
用
意
に
接
触

し
な
い
よ
う
に
感
電
防
止
構
造
を
採
用
し
た
製

品
が
一
般
化
、
不
用
意
な
接
触
に
よ
っ
て
誤
作

動
し
た
り
、
異
物
が
本
体
に
侵
入
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
保
護
カ
バ
ー
を
標
準
で
装
備
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
電
磁
開
閉
器
の
導
通
不
良
の
原

　
電
磁
開
閉
器
は
技
術
的
に
ほ
ぼ
完
成
の
域
に

あ
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
依
然
、
開
発
・
改

良
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
最
近
の
ポ
イ
ン
ト
は

小
型
化
、
省
エ
ネ
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
、

省
配
線
化
と
配
線
作
業
性
の
向
上
、
環
境
対
策

な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
電
磁
開
閉
器
で
今
、
最
も
改
良
が
進
ん
で
い

る
の
は
配
線
端
子
構
造
の
変
更
だ
。
人
手
不
足

や
熟
練
技
術
者
の
減
少
な
ど
か
ら
盤
へ
の
機
器

取
り
付
け
作
業
の
省
力
化
が
大
き
な
課
題
に
な

っ
て
い
る
中
で
、
配
線
部
に
圧
着
端
子
を
使
用

し
な
い
ス
プ
リ
ン
グ
式
を
採
用
す
る
メ
ー
カ
ー

が
増
え
た
。
今
ま
で
も
、
省
配
線
化
と
配
線
作

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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無
停
電
で
切
換
器
を
点
検

ＷａｓｈｉＯＮ共立継器

https://www.washion.co.jp/

オーバーラップ形高速電源切換
開閉器（引出形）「ＳＳＫ-ＬＥＳＯ」

で
製
品
を
開
発
し
、
実
績
を
築
き
あ
げ

て
き
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
新
製
品
と
し
て
リ
リ
ー
ス

し
た
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
形
高
速
電
源
切

換
開
閉
器
（
引
出
形
）
「
Ｓ
Ｓ
Ｋ
―
Ｌ

Ｅ
Ｓ
Ｏ
形
」
は
、
無
停
電
で
二
つ
の
電

源
を
切
り
換
え
る
電
源
切
換
開
閉
器
で

あ
る
。

　
通
常
は
電
源
を
切
り
換
え
る
際
、
電

源
間
の
横
流
（
電
源
間
に
流
れ
る
電

流
）
を
防
ぐ
た
め
ど
ち
ら
の
電
源
に
も

負
荷
が
接
続
さ
れ
な
い
停
電
時
間
が
存

在
す
る
。
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
切
り

換
え
の
際
、
電
源
間
の
同
期
が
と
れ
て

　
Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
共
立
継
器
は
電
気

接
触
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と

し
て
創
立
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
電
気
分
野

い
る
条
件
の
も
と
で
常
用
電
源
側
と
非

常
用
電
源
側
の
接
点
を
同
時
に
投
入

（
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
）
さ
せ
る
こ
と

で
、
負
荷
を
停
電
さ
せ
る
こ
と
な
く
電

源
の
切
り
換
え
を
可
能
と
し
た
。
ま

た
、
こ
の
と
き
横
流
の
影
響
を
抑
え
る

た
め
高
速
切
換
（
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
時

間
20
ｍ
ｓ
以
下
）
と
し
た
。

　
同
製
品
は
さ
ら
に
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
切
換
器
の
引
出
機
構
お
よ
び

主
回
路
の
バ
イ
パ
ス
機
構
を
備
え
、
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
定
期
点
検
時
も
停

電
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
負
荷

設
備
に
対
応
で
き
る
製
品
と
し
た
。

　
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
４
０
０
Ａ
〜
１
０

０
０
Ａ
の
各
電
流
容
量
を
取
り
そ
ろ
え

て
い
る
。

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
で
大
幅
進
化

富士電機機器制御

https://www.fujielectric.co.jp/fcs/sc_next/

電磁接触器・電磁開閉器
「SC-NEXT」シリーズ

外
形
を
小
型
化
し
、
大
幅
な
進
化
を
遂

げ
た
。

　
幅
寸
法
を
最
大
28
％
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン

し
業
界
最
小
ク
ラ
ス
を
実
現
。
補
助
接

点
も
使
用
用
途
に
よ
っ
て
１
〜
４
極
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
選
べ
、
さ
ら
に

38
Ａ
ま
で
Ｐ
Ｌ
Ｃ
か
ら
の
ダ
イ
レ
ク
ト

駆
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

リ
レ
ー
や
Ｉ
Ｃ
コ
イ
ル
が
不
要
と
な

り
、
制
御
盤
の
さ
ら
な
る
省
ス
ペ
ー
ス

化
を
可
能
に
し
た
。

　
環
境
負
荷
低
減
・
省
エ
ネ
性
能
を
大

幅
に
向
上
し
、
開
口
部
面
積
を
70
％
低

減
し
て
粉
塵
な
ど
異
物
の
内
部
侵
入
よ

　
富
士
電
機
機
器
制
御
の
電
磁
接
触
器

・
電
磁
開
閉
器
「
Ｓ
Ｃ
―
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
現
行

品
を
35
年
ぶ
り
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
。

長
寿
命
・
高
信
頼
性
を
継
承
し
な
が
ら

る
故
障
を
防
ぎ
、
安
定
稼
働
と
長
寿
命

化
を
実
現
。
消
費
電
力
も
交
流
操
作
形

で
最
大
29
％
、
直
流
操
作
形
で
最
大
73

％
低
減
し
た
。
接
点
や
コ
イ
ル
な
ど
の

消
耗
部
品
は
交
換
可
能
な
構
造
と
し
、

よ
り
長
く
使
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
。
構
成
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
も

98
％
が
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
で
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
寄
与
す

る
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｐ
20
適
合
の
端
子
カ
バ
ー

を
標
準
装
備
し
て
安
全
性
を
向
上
。
製

品
正
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
製
品
情
報

を
容
易
に
取
得
で
き
、
形
式
と
商
品
コ

ー
ド
の
同
一
化
に
よ
り
製
品
選
定
や
発

注
も
し
や
す
く
、
保
守
・
メ
ン
テ
業
務

で
の
利
便
性
を
高
め
て
い
る
。

薄
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
４
機
能
搭
載

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/

モジュラー型ハイブリッドモータスタータ
「ＣＯＮＴＡＣＴＲＯＮ Ｐｒｏ」

Ｐ
ｒ
ｏ
」
は
、
簡
単
な
セ
ー
フ
テ
ィ
統

合
機
能
、
お
よ
び
同
社
独
自
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
を
採
用
し
、
Ｄ
Ｉ

Ｎ
レ
ー
ル
バ
ス
に
て
複
数
の
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
の
電
源
一
括
供
給
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
。

　
モ
ジ
ュ
ー
ル
幅
22
・
５
㍉
㍍
の
ボ
デ

ィ
に
最
大
４
つ
の
機
能
（
正
転
用
コ
ン

タ
ク
タ
、
逆
転
用
コ
ン
タ
ク
タ
、
サ
ー

マ
ル
リ
レ
ー
、
非
常
停
止
用
コ
ン
タ
ク

タ
）
を
搭
載
。
簡
単
な
セ
ー
フ
テ
ィ
統

合
機
能
、
お
よ
び
モ
ジ
ュ
ー
ル
式
拡
張

オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
テ

ク
ノ
ロ
ジ
に
よ
り
、
機
能
安
全
性
を
よ

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
の
モ

ジ
ュ
ラ
ー
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
ー
タ
ス

タ
ー
タ 

「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ 

り
簡
単
に
し
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
の
可
用

性
を
高
め
、
複
雑
さ
を
省
き
処
理
が
で

き
る
。

　
ま
た
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
の
た
め
、
オ

プ
シ
ョ
ン
モ
ジ
ュ
ー
ル
や
専
用
セ
ー
フ

テ
ィ
リ
レ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
も
バ
ス
接
続
が

で
き
、
従
来
比
、
配
線
工
数
を
最
大
約

80
％
、
ス
ペ
ー
ス
で
最
大
約
90
％
の
削

減
が
図
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
Ｓ
Ｉ
Ｌ
３
認
証
に

も
対
応
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
摩
耗
の
な
い
ソ
リ
ッ
ド
ス

テ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
お
よ
び
堅
牢
な
リ

レ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
従
来
型
コ
ン
タ
ク
タ
に

比
べ
て
約
10
倍
の
長
寿
命
設
計
に
な
っ

て
い
る
。

広
範
囲
な
容
量
で
信
頼
性
発
揮

イートン・エレクトリック・ジャパン

https://www.eaton.com/jp/ja-jp.html

大容量コンタクタ
「ＤＩＬＭ／ＤＩＬＨ」

レ
ー
ン
制
御
、
空
調
や
冷
却
シ
ス
テ
ム

の
管
理
、
さ
ら
に
は
風
力
・
太
陽
光
発

電
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で

の
厳
し
い
動
作
条
件
下
で
も
信
頼
性
の

高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
提
供
す
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ン
タ
ク
タ
は
Ａ
Ｃ
―
３
級

に
も
適
合
し
て
お
り
、
モ
ー
タ
ー
の
起

動
、
停
止
、
逆
転
制
御
の
要
求
に
対
し

て
高
い
耐
久
性
と
信
頼
性
を
備
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
「
Ｄ
Ｉ
Ｌ
Ｍ
」
、
お
よ
び

「
Ｄ
Ｉ
Ｌ
Ｈ
」
は
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
９
４
７

―
４
―
１
に
準
拠
し
た
Ａ
Ｃ
―
１
級
の

負
荷
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
に
も
対
応
し
て
お

　
イ
ー
ト
ン
の
「
Ｄ
Ｉ
Ｌ
Ｍ
」
と
「
Ｄ

Ｉ
Ｌ
Ｈ
」
コ
ン
タ
ク
タ
は
、
各
種
認
定

を
取
得
し
て
お
り
、
世
界
中
で
使
用
で

き
る
汎
用
性
の
高
い
製
品
で
あ
る
。

　
電
力
変
圧
器
の
タ
ッ
プ
交
換
か
ら
ク

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
切
り
離
し
や
暖

房
・
配
電
シ
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オープン化でより使いやすく進化
MELSERVO J5

EtherCAT、ソフトモーションにも対応

FAトップインタビュー

名古屋製作所ドライブシステム部長 岡室　貴士氏

年々拡大を続けるサーボシステム市場

　―サーボシステム市場の景況感ついて。
　ACサーボ市場は浮き沈みありながらも右肩上がり
で成長し、輸出額も年々増加しています。直近ではコ
ロナ禍でPCとスマートフォン、半導体需要によって
成長し、その後の部材不足によるパニックバイが発生
し、2022年は特需によって過去最高の出荷額となりま
した。2023年は半導体需要が一段落して踊り場になり
ますが、2024年以降はまた伸びていくと予想されてい
ます。

　―伸びている背景は？
　サーボシステムは、半導体・FPD装置、産業用ロ
ボット、電子部品実装機、工作機械などで多く使わ
れ、近年はリチウムイオンバッテリ製造装置での需要
が増えています。それ以外の成形機や食品機械や包装
機械、搬送機械などの産業用機械でも広く採用され、
世界的な自動化需要の伸びによってサーボシステム市
場全体が底上げされています。
　それに加えてリチウムイオンバッテリ製造装置など
新たな需要が生まれ、さらに機械の高速・高精度化に
向けてモータのサーボ化が進んでいるということも追
い風になっていると思います。

※出典：未来を拓くサーボシステム2021～2022（日本電機工業会）

自動化や電動化、バッテリ需要など
成長要素が多数

　―今後の伸びについては？
　市場環境として、カーボンニュートラルやSDGs、
脱炭素に向けた要求が高まるなか、サーボシステムに
よる電動化は油圧機器よりも省エネ・省資源化に効果
的で、置き換えが期待できます。
　欧米ではEV化の加速によってリチウムイオンバッ
テリ需要が高まり、現地でのバッテリ新工場の建設も
進んでいます。また地政学的リスクによって生産工場
が中国からASEANやインド、東欧といった新興国や
周辺国に移行し、新しい地域の成長機会も出ていま
す。
　その一方で、お客さまの状況や、競合企業も含めた
技術や製品を取り巻く環境が変化しています。市場環
境としては成長が期待できますが、製品・技術環境の
変化にはうまく対応していく必要があります。

いまサーボシステムに求められている
製品・技術的課題

　―具体的にはどのような変化が出てきています
か？
　例えば、サーボシステム単体としてみると速度や精
度などの基本性能は成熟傾向にありますが、ここ数年
は調達難や納期問題など市場に不安定さがあり、お客
さまは品質やコストをいっそう重要視するようになっ
ています。
　サーボシステムをつなぐネットワークについても、

近年は特定領域でEtherCATの需要が増大し、そこへ
の対応が求められるようになってきました。
　制御もシーケンサだけでなく、ソフトモーションな
どPCベースの需要も拡大しつつあります。
　DX化に伴って機器診断や予兆保全などIoTやクラ
ウドを活用したいという声も高まっています。
　OT領域へのサイバー攻撃も増えてきており、欧州
サイバーレジリエンス法が公表されるなど、FA機器
にもセキュリティ対応が必須になってきています。
　また、リニアトラックのような新技術の登場や、ス
テージとの組み合わせ技術、パートナー連携による共
創など、サーボシステムも単品販売ではなく、駆動ソ
リューションとして提案領域が広がっています。
　こうした変化に対し、これまで長年培ってきた「サ
ーボモーション制御技術」と、多くのお客さまと接し
てきたフィールドの知見を生かした「業種別アプリケ
ーション」、近年力を入れている先進的なデジタル技
術である「デジタルツイン」を掛け合わせ、
MELSERVO 5を中心に、お客さまと共創しながら理
想を超えるサーボソリューションの提供に取り組んで
います。

主力機種MELSERVO J5の5つの強み

　―MELSERVO J5について。
　MELSERVO J5は2019年に発売した現行の主力機
種で、5つのコンセプトが特徴の製品です。
　1つ目は「先進性」。基本性能の高さは最も重要な
要素で、高速・高性能・多軸化し、振動抑制も備えて

　半導体製造装置やバッテリ製造装置、産業用ロボット、工作機械など、緻密な動作が求められる機械の駆動
をつかさどるサーボシステム。自動化需要の高まりと機械性能の向上に伴って採用が加速しています。三菱電
機のサーボ事業は、1983年に名古屋製作所でACサーボの生産を開始して市場に参入してから40年を過ぎ、新
展開を見せています。三菱電機名古屋製作所ドライブシステム部長の岡室貴士氏に話を聞きました。

います。プログラムも国際規格のIEC 61131－3に準
拠したファンクションブロックを採用し、機能安全に
も対応しています。
　2つ目が「接続性」。ネットワークにはCC－Link 
IE TSNを採用し、時間同期した大量のデータを取り
扱いでき、データ活用に効果的です。またEtherCAT
にも対応し、産業用PC向けにもモーションソフトウ
エア「SWM－G」を用意しています。
　3つ目が「操作性」。easy to useのために結線方式
を一新し、ケーブル2本だったところをコネクタ1つに
まとめ、簡単にワンタッチ接続でできるようになって
います。またゲイン調整の容易化、クイックチューニ
ング機能の追加、容量や機種選定のしやすさなども強
化しています。
　4つ目が「保全性」。エンコーダにバッテリレスア

ブソリュートエンコーダを採用し、現場でのバッテリ
交換が不要になっています。またリチウムバッテリを
搭載していると空輸に制限がかかりますが、
MELSERVO J5ではその心配もなく、お客さまのお
手元に早く届けることができます。
　また予知保全機能を搭載し、サーボシステム本体だ
けでなく、ギアやボールねじ、ベルトなどの故障も予
知できるように機能強化しています。またドラレコ機
能で故障やトラブルが発生した際のデータも保存で
き、効率的なメンテナンスが可能になります。
　5つ目が「継承性」。お客さまの資産を無駄にしな
いため、SSCNETIII／H、MELSERVO J4といった
従来機種との取り付け互換性やプログラムの再利用も
できるようにし、ハードウエアだけでなく、ソフトウ
エアの継承性も担保しています。

EtherCAT、ソフトモーション対応で
オープン戦略鮮明に

　―ネットワークはCC－Link IE TSNとEtherCATに
対応しています。
　MELSERVO J5から正式にEtherCAT対応になりま
した。
　高性能なCC－Link IE TSNを中心としながら、急
速に伸びているEtherCATにも対応し、CC－Link IE 
TSNとEtherCATの両輪でお客さまの要望にお答え
できるようになっています。
　―産業用PC・ソフトモーションにも対応しまし
た。
　産業用PCで制御したいというお客さまも増えてお
り、シーケンサと非シーケンサの両方に対応できるよ
う環境を整備しました。
　2022年から当社独自のモーションソフトウエアとし
てSWM－Gを開発し提供をはじめ、2023年にはソフ
トモーション専業のモベンシスと協業し、産業用PC
ベースのソリューション拡大を進めています。SWM
－GはCC－Link IE TSNとEtherCATに対応し、より
広い分野とお客さまで採用しやすくなっています。
　―これまでに比べてオープン色が濃く感じます。
　MELSERVO J5はオープン化を意識した製品とな
っており、ネットワークではCC－Link IE TSNで高
性能化を突き詰めつつ、需要の多いEtherCATで領域
を広げています。制御についてもシーケンサだけでな
く、ソフトモーション・産業用PCの制御にも道を開
き、より便利に多くの方に使ってもらえるようオープ
ン化を進めています。

高速・高精度・高応答性＋アルファで
付加価値向上目指す

　―今後に向けて。
　1983年にサーボ事業に参入し、これまでお客さまの
ニーズに合わせて小型・省エネ化を進め、高速・高精
度・高応答性を進化させてきました。
　モータはネオジム磁石の採用、高密度巻線による推
力の強化、リニアやダイレクトドライブ型の開発、今
はリニアトラックまで進化してきました。2020年に
は、HKシリーズが日本機械工業会が主催する「優秀
省エネ機器・システム表彰」で資源エネルギー庁長官
賞を受賞しました。磁石や銅、鉄など主要材料の使用
量を減らし、業界最高クラスの性能と最小クラスのサ
イズが評価されました。
　エンコーダも小型化・高分解能化し、バッテリレス
になり、サーボアンプも、パワーデバイスに
MOSFET、IGBTを採用してきて、今後はSiCやGaN
化も検討を進め、省エネやロス低減を進めています。
1999年にMELSERVO J2－Superシリーズを発売し、
実装機などに採用されてベストセラーになり、2003年
にJ3シリーズ、2012年にJ4シリーズを発売し、いまは
J5シリーズへの置き換えを進めています。
　製品として基本性能は高く、満足いただけるものが
そろえていますが、お客さまの評価軸は別のところに
も広がってきています。引き続き基本性能を高めつ
つ、デジタルツインや装置の高性能化、エネルギーマ
ネジメント、カーボンニュートラルや省エネ・省資源
への貢献など、よりお客さまのご要望にフィットした
付加価値向上に向けた共創活動を進めていきます。

三菱電機のサーボ事業の新戦略

お客様の装置、
システムのパフォーマンスを最大化。
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Connectivity
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コミュニケーシ
ョンのもとでの
研究開発を推進
する。研究開発
人財がさまざま
な働き方を選択
できるABW型のオフィスを実現することで、生産性
および従業員満足度の向上を図る。
　敷地面積は約4万5400平方㍍、延床面積は約9100平
方㍍。2024年2月着工予定。2025年春稼働開始予定。

■�SCREENホールディングス、滋賀県彦根市
に半導体製造装置の新工場「S3-5」が完成

　SCREENホールディングスは、滋賀県彦根市の彦
根事業所に建設していた半導体製造装置の新工場
「S3-5（エス・キューブファイブ）」が完成し操業
を開始した。
　新工場は枚葉式洗浄装置などの生産を行う。鉄骨造
地上3階建で、建築面積は約4500平方㍍、延床面積は
約1万3534平方㍍。総工費は約80億円。

■�三菱重工業、関西電力姫路第二発電所にCO2

回収パイロットプラントを新設

　三菱重工業と関西電力は、兵庫県姫路市にある関西
電力姫路第二発電所に、次世代のCO2回収技術を検証
する新たな試験設備としてCO2回収パイロットプラン
トを設置する。稼働開始は2025年度の予定。
　パイロットプラントでは、発電所にあるガスタービ
ンからの排ガスを用いてCO2回収技術の研究開発を行
い、回収能力は約5㌧/日となる予定。
　また、同社の遠隔監視システム「ΣSynX（シグマ
シンクス）Supervision」を実装し、新設するパイロ
ットプラントの運転状況の監視やプラントの起動・停
止操作を、三菱重工横浜ビルをはじめとする遠隔地の
各拠点から実施可能とする。

■�マルエツ、埼玉県草加市にデリカ製造・加工
を行う新工場「マルエツ草加デリカセンタ
ー」開設

　マルエツ
は、埼玉県
草加市にデ
リカの製造
・加工を行
う「マルエ
ツ草加デリ
カセンター」を開設する。
　同センターでは、オリジナル商品を開発し、料理専
門家の知見も取り入れ、素材と調理法にこだわった専
門店にも負けない「おいしい商品」の開発、製造、供
給する。店舗従業員の調理作業の軽減と店舗競争力強
化として、一次加工を同センターで実施することによ
って店舗作業を軽減し、働きやすい作業環境づくりを
推進。店舗従業員は店内でしかできない作業に集中す
ることにより、出来立てでおいしい商品提供を目指
す。また、マルエツ全店舗に加え、U.S.M.Hグルー
プのカスミ、マックスバリュ関東などグループ計500
店舗強への供給する。
　同センターは、米飯をはじめとした弁当類、調味
料、原料加工品等を製造を担当する。鉄骨造（S造）
2階建、延床面積は第1工場が5911平方㍍、第2工場が
6294平方㍍の合計1万2205平方㍍。2024年3月上旬に
稼動開始。

国内

■�ムラテックメカトロニクス、滋賀県竜王町に
電子基板や制御盤等の生産をする新生産棟を
建設

　村田機械は、生産
子会社のムラテック
メカトロニクス滋賀
事業所（滋賀県蒲生
郡竜王町）の既存工
場を建て替え、電子
基板や制御盤などの
電装品の生産を行う新生産棟を建設し生産能力の増強
を行う。既に2023年7月に着工し、2024年6月の稼働
開始を予定している。
　滋賀事業所では、村田機械グループの各種FA製品
向け制御盤などの電装品を生産している。近年の半導
体需要の急上昇により、OHT（天井走行台車）を中
心とした村田機械の半導体製造工場向け搬送システム
の生産が拡大する中で、滋賀事業所で製造している同
システム向け制御盤の生産能力拡充が課題となってい
た。今後のさらなる需要拡大に対応するため、建て替
えにより生産スペースを拡大させる。

■�日本ファインセラミックス、宮城県富谷市に
パワー半導体向け窒化ケイ素基板の新工場

　日本ファイ
ンセラミック
スは、宮城県
富谷市の高屋
敷西地区に、
パワー半導体
向け高熱伝導
窒化ケイ素基板の増産に向けた新工場を建設する。
　同社が生産するパワー半導体向け絶縁放熱基板（高
熱伝導窒化ケイ素基板）は、高い熱伝導率に加えて、
優れた機械的性質や絶縁性を有し、2020年から量産
化を開始し、2023年10月に追加増産のための工場が
富谷事業所で稼働を開始した。今回、自動車メーカー
とパワー半導体回路基板メーカーからのさらなる増産
要請に応えるために新工場を建設する。2025年度内
に本格的に操業を開始する予定。

■�カルビー、栃木県宇都宮市に新研究棟を建設
　カルビーは、研究力の強化、および外部との連携・
協働によるシナジー創出の加速を目的として、栃木県
宇都宮市の清原工業団地内に新研究棟「カルビー
R&Dセンター　実験研究棟」を建設する。2025年春

構想をコンセプトに、エコを通じて健康に働くことが
できる活動拠点の実現を目指す。また災害発生時の九
州エリアにおける災害復旧拠点としても地域に貢献し
ていく。
　敷地面積は9560平方㍍、延床面積は6374平方㍍。

■�ヤクルト、新たな生産子会社として静岡県駿
東郡小山町に富士小山ヤクルト工場を設立

　ヤクルト本社は、新たな生産子会社として静岡県駿
東郡小山町に富士小山ヤクルト工場を設立する。
　新工場では、品薄状態が続いている宅配商品の
「Y a k u l t（ヤクルト）1 0 0 0」と店頭商品の
「Y1000」の増産対応を目指す。生産能力は1日当た
り60万本とする計画。
　敷地面積は2万2708平方㍍、延床面積は8958平方
㍍。

■�タカギ、茨城県つくば市に園芸散水用品等を
製造するつくば工場が竣工

　水やりや散水機メーカーのタカギは、新たな生産拠
点として「つくば工場」を竣工した。
　同工場は、園芸散水用
品関連商品、家庭用浄水
器関連商品などの生産を
担い、生産能力の増強や
配送動線の見直しによる
温室効果ガスの削減、生
産拠点の分散による事業継続力の強化を行う。
　敷地面積は1万6500平方㍍。2024年3月下旬頃稼働
開始予定。

■�TONE、大阪府河内長野市小山田町に工具製
造の新工場

　工具メーカーのTONEは、大阪府河内長野市小山
田町の赤峰産業用地を取得し、新工場を建設する。生
産拡大、機能強化、経営資源の充実を図り、将来を見
据えた業務拡大への対応を目指す。

■�富士フイルム、熊本県菊池郡の熊本拠点で半
導体製造プロセスの基幹材料の生産設備を本
格稼働

　富士フイルムは、熊本県菊池郡の富士フイルムマテ
リアルマニュファクチャリング（FFMT九州）で、
半導体製造プロセスの基幹材料であるCMPスラリー
の生産設備を本格稼働した。
　CMPスラリーは、硬さの異なる配線や絶縁膜が混
在する半導体表面を均一に平坦化する研磨剤で、年率
10%で市場成長を
続けている。同社
は、米国と韓国の
ほ か 、 台 湾 に
CMPスラリーの
生産拠点を持ち、
安定供給と品質に
対する高い顧客要
求に応え続けるこ
とで、CMPスラ
リーの売上を拡大
させている。

の稼働予定。
　新研究棟では、
研究エリアを拡張
し、基礎研究・機
能研究・品質研究
の各機能強化を図
る。研究エリアと
開発エリアの中心
には交流スペース
を設け、社内メン
バー、外部の大学
や研究機関、民間
企業との交流を促
進し、より濃密な

■�リバー、千葉県市原の市原事業所でウレタン
ダスト成型固化ラインを導入

　TREホールディングスグループ会社のリバーは、
千葉県市原市の市原事業所にウレタンダスト成型固化
ラインを導入した。
　市原事業所では、各種金属複合物の加工・処理と家
電リサイクル法指定4
品目の指定引取場所と
再商品化工場として同
社グループの家電リサ
イクルスキームの中核
機能を担っている。こ
れまで家電リサイクル
対象品のうち冷蔵庫のシュレッダー処理で年間約
2000㌧のウレタンダストを排出しており、再資源化
率向上の取り組みが急務となっていたことから、処理
過程で排出するウレタンダストを毎時1㌧の処理能力
でRPF（固形燃料）化するウレタンダスト成型固化
ラインを導入した。
　投資額は3億円。

■�AIメカテック、茨城県龍ケ崎市の竜ケ崎事業
所に装置組立用建屋やクリーンルームなど設
備投資

　AIメカテックは、茨城県龍ケ崎市の竜ケ崎事業所
に新たに装置組立用建屋やクリーンルームなどを整備
する。
　同社の半導体関連事業はウェハ薄板化に重要な役割
を果たすウェハハンドリングシステムを中心に受注が
順調で、IJPソリューション事業でもマイクロディス
プレイ向け一括封止ライン需要やスマートグラスなど
の次世代コミュニケーションツール向け投資需要拡大
に向けてナノリソグラフィー事業を強化している。
　設備投資額は約20億円、2025年2月着工予定、2025
年12月竣工予定。

■�モリ工業、大阪府河内長野市にステンレス管
製造の新工場

　ステンレス管製造のモリ工業は、大阪府河内長野市
の赤峰産業用地に新工場を建設する。
　同社は南海高野線千代田駅前の主力工場以外に、大
阪府下に複数の工場を保有しているが、老朽化や手狭
になってきている。今回主力工場の近隣に産業用地を
取得して分散している拠点を集約し、生産効率の向上
と規模拡大を目指す。
　土地面積は約1万4500平方㍍、土地引渡し時期は
2025年7月の予定。取得価格は10億6000万円。

■�エクシオグループ、福岡県太宰府市に総合技
術センタ新設　福岡市内に分散していた拠点
を集約

　エクシオグループ
は、福岡市内に分散
していた同社の3事
業拠点とグループ会
社2社の2事業拠点を
集約し、新たな拠点
として「太宰府総合
技術技術センタ」
（福岡県太宰府市）を新設した。
　同センタは、屋上太陽光設備と蓄電池設備・断熱ガ
ラスや最新の空調設備も配備し、スマートウェルネス
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